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【令和８年度よろしくお願いします】 

今年度もよろしくお願いいたします。 

本校では、校訓「自治・勤勉・友愛」のもと、学校教育目標を

「多様化の時代を生きる 心身ともにたくましい生徒の育成」と

定め、令和８年度の教育活動をスタートしました。また、研究テーマを「自らの将来

を切り拓く生徒の育成～生徒が自ら考え、学び、決定する授業・学校づくり～」とし、

子どもたち一人ひとりが主体的に学び、行動できる力を育む学校づくりに教職員一

同、全力で取り組んでまいります。 

校庭では、桜やチューリップが咲き、草木が芽吹き、

学校全体が新たな希望と期待に包まれています。子ど

もたちの表情や姿勢からは、「新しい一年を頑張ろう」

という前向きで意欲的な気持ちが感じられ、学校は力

強い一歩を踏み出しています。今年度も新しい時代に求められる確かな学力の育成を

大切にしていきます。 

また、知識や技能を着実に身に付けることはもちろん、自ら課題を見つけ、考え、

判断し、表現する力、そして、学びを人生や社会に生かそうとする姿勢を日々の教育

活動の中で育んでまいります。さらに、思いやりの心、自立して行動できる力、規範

意識を醸成するとともに心身の健康を大切にし、意欲と気力をもって学校生活を送る

ことができるよう教育内容の充実と質の向上に努めてまいります。 

加えて、今年度も学校運営協議会やファミリーサポーターズの皆さまと連携し、地

域とともに歩む開かれた学校づくりを進めていきます。子どもたちが「自分は必要と

され、役に立っている」と実感できる温かい学校を築いてまいります。 

私は校長として、子どもたちの「今」を見つめ、その成長を支えると同時に「未来」

を見据え、社会に羽ばたく力を育てる学校であり続けたいと考えています。子どもた

ちの元気なあいさつ、明るい笑顔、真剣なまなざしに触れるたび、その責任の重さと

使命感を強く感じます。子どもたちの未来のために、今、何ができるのかを常に問い

続け、全力で取り組んでまいります。今年度も、本校の教育活動に、深いご理解と温

かいご協力を賜りますよう心よりお願い申し上げます。 

桜の花は下を向いて咲きます。それは、人が上を向いて歩くことができるようにす

るためです。今年度もよろしくお願いいたします。 

 

【始業式校長講話の概要】 

「春風や 闘志いだきて 丘に立つ」― 高浜
たかはま

虚子
きょし

 
この俳句は、春のやわらかな風を全身に受けながら、「さあ、やって
みよう」「必ず前へ進もう」という強い決意と闘志を胸に、新たな一歩を踏み出す人
の姿を詠んだものです。皆さんも今、新２年生、新３年生として、新たな学年の始ま



りに立ち、それぞれの胸に希望と覚悟を抱いていることと思います。始まりは、いつ
も大きなチャンスです。目標をもつことで、人は成長することができます。できない
理由を探すより、「どうすればできるか」を考えながら、新しい一歩を踏み出してほ
しいと思います。 
３年生の皆さんは、（中略）これまでの学びや経験を生かす集大成の一年でもあり
ます。（中略）２年生の皆さんには、（中略） 
入学式では、「目標をもってがんばっている先輩の姿を見てください。きっとよい
出会いになります」と伝える予定です。新入生は、ちょっとした先輩の声かけで安心
したり、うれしい気持ちになったりするものです。ぜひ、温かく見守ってあげてくだ
さい。（略）皆さんはどのような先輩に魅力を感じますか。（中略）尊敬された先輩や
後輩から慕われていた先輩には、共通する姿があったはずです。 
校長先生が考える「よい先輩」とは次の５つの姿です。①自分の考えをもち、周り
から信頼される人、②先頭に立ち、行動や言葉でお手本を示せる人、③常に学び続け、
自分を成長させようとする人、④どんなときでも前向きに努力できる人、⑤誰に対し
てもやさしく接し、支え合える人。１年生にとって、皆さんの存在は学校生活の大切
な道しるべです。（中略）今日から新しい学年、新しい学級、新しい仲間、そして、
新しい先生方との学校生活が始まります。この一年を元気で実りあるものにするため
に、まず大切なのは健康です。十分な睡眠など、規則正しい生活を心がけ、「元気に
登校し、笑顔で下校」できる毎日を重ねていきましょう。皆さん一人ひとりの成長を
心から願い、皆さんがこの一年を力強く歩んでくれることを期待しています。（略） 
 

【教職員の異動について】 

本校を去られた先生方、新たに着任した先生方、春は、「別れ」と「出会い」の季

節です。お世話になった 11名の先生方と、新たにお世話になる 14名の先生方を紹介

します。（敬称略） 
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